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(c) 
図 2:Giの定常状態、のXAけXJi依存'性……(a)ではα=5.0， Kg = 1.0 X 10-3における
Giの定常状態、のXAげ XJi依存性を，X軸を XA・，y軸をXJ・3軸を Giとして3次元plotし
た.x，y軸は対数表示で、ある.(b)は，XJi = 0のときのGiの定常状態、のXAi依存性を凡
例にある parameterに対して plotした.X1i = 0のとき，GiはXAi= Kgを関値として
[0，1]的に振る舞う.αはこのときの関値性の強さを表す.αが大きいほどその関値性が強
くなる.(c)は， X1i> KgのときのGiの定常状態、の入力依存性である.このとき， Giは












































のときのみσi=lさもなくば (ji= 0である Nx次元ベクトルである.この項は栄養成分
のみを介して細胞が環境から影響を受けることを表しており，その強さを表すパラメータ
(拡散係数)がDである.第4項は，環境から栄養を取り込むことで細胞が成長し，その





















r i (a) 
AEi，j = ¥ Si，j (b) 
I otherwise 
r i (c) 
IEi，j = ¥ Si，j (d) 
I otherwise 











(S 三 221bDm(Xfxt-Z)) 
1調節ネットワーク|代謝ネットワーク|環境からの影響|
発現状態の変化 | 酵素 | なし
関与せず | 基質 | 拡散
成長
? ? ? ?



































2.2.1 Boolean network modelの関係
1.2.4で述べられたように， Boolean network modelでは，遺伝子のみを変数とし，遺
伝子同士が直接相互作用するというモデル設定がとられている.また，その相互作用は活





























































ネットワークは，(SA，PA， SI，PI) = (1.25 x 10-2，4.75 X 10-1，0.0，3.75 X 10-1)であり，ラ
ンダムに生成したネットワークと比べて自己触媒の多い(PA，PIの大きい)ネットワークで
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図 1:Cg = 1.0，操作b.におけるアトラクタ遷移のネットワーク表現……表示方法は図
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よって成長速度が決定することに起因している.細胞内には栄養成分がXo，X1 = 0.1 f"V 0.4 
程度存在しているが，現在対象としているパラメータ Kx= 1.0 X 10-3ではその栄養成
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dGi X'Ai (1 -Gi) X1iGi 
dt Kg + (1-G i) Kg + G i 
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clineは図20のようになっており，Kg →0の極限で、論理式(ぜ(XAi> X1J then Gi = 1 
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の強さを大きくしていくと，アトラクタが移動し， Iη1= 5.0 X 10-4程度でsubcriticalな分
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